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○調査対象者：

市内在住の満 18 歳以上の市民から選任したモニター

○実施方法：インターネット調査

○実施時期：令和 6 年11月8日 ～ 11月21日

○サンプル数：599

○回答数：446（74.5％）
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市政モニター「くるモニ」アンケート実施結果

実施概要

（全体版）



結果のポイント
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 「地域共生社会」の言葉の認知度は５年間で微増。 (p5)

 「支え合いや助け合いが充実しているまち」の実現には、日頃からの近所付き合いや見守り、

いざという時の安心感が重要。居場所や市民活動の活発さも要素になっている。 (p4)

 家族やサービスがあることで「地域での支え合いや助け合いは必要ない」という人がいる。(p5)

 災害時に地域で必要なことは「地域の避難行動に支援が必要な人の把握」と考える人が

最も多く、避難行動要支援者名簿や図上訓練の一層の活用可能性がある。 (p8)

 ８割以上の人が、災害時には「自分にできることはしたい」という意識がある。 (p9)

 「自分の居場所」と思える場や活動があると応えた人は全体の３割で、「友人との集まり」や

「学校・職場」を「居場所」と感じている人が多い。 (p10)

 市民活動への参加は、身近な人に誘われたことをきっかけとする人が多い。

参加していない人は、「時間に余裕がない」ほか、「きっかけがなかった」「一人では参加

しづらい」という人も多い。きっかけづくりや、一人でも参加しやすい工夫が必要。 (p11,12)

 非行や犯罪をした人の立ち直りには「就労支援」が必要と考える人が多い。

非行や犯罪をした人の立ち直りに協力したいという人は4割弱いる一方、協力したくない人

は４割強おり、「関わることが不安」と考える人も多い。 (p13,14)



「地域共生社会」の認知度
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知らない

49%
言葉は聞いた

ことがある

43%

内容まで

知っている

8%
「知っている」
「聞いたことがある」が
51％（229人）。

H30（2018）年調査時
の49.2％から微増。
（1.8％増）



「支え合いや助け合いが充実しているまち」とは
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あいさつや声か

けなど日頃から

の近所付き合

いがある

地域で見守り

活動が行われ

ている

困ったときに助

けを求められる

人が地域にい

る

災害などの非

常時に地域で

助け合えるしく

みや関係性が

ある

困ったときに助

けを求められる

相談窓口があ

る

地域に「自分

の居場所」と思

える場所や活

動がある

市民活動が活

発に行われて

いる

自治会加入

率が高い

人数 305 253 229 199 191 110 108 59

68.40%

56.70%

51.30%

44.60%
42.80%

24.70% 24.20%

13.20%
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居場所や
市民活動※の
活発さも要素
※校区コミュニティ活動、

自治会活動、
ボランティア活動など

日頃から
関係性がある
ことが上位

いざという時
の安心感も
重要



地域での支え合いや助け合いの必要性
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必要だと思う

80%

わからない

15%

必要だと思わない ５％（24人）理由（複数回答）

家族で十分である（15人）

専門職、制度やサービスで十分である（11人）

地域や近所の人と関わり合いを持ちたくない（10人）

必要性を感じた経験がない（8人）

地域や近所の人には知られたくない（4人）

地域や近所の人はあてにならない（4人）

地域や近所の人に迷惑をかけたくない（3人）

◇「地域や近所の人に
迷惑をかけたくない」

は40代男性

人を頼り
にくい
意識？

必要性
次第

◇必要だと思わない意識には、家族やサービスがあることが前提に。

◇「地域や近所の人には知られたくない」と思っている人がいることにも配慮が必要。

◇「関わり合いを持ちたくない」
と回答した人のうち６割は、
災害時、地域での活動に
「必要に応じて協力したい」



知っている機関
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地域包括

支援セン

ター

久留米市

社会福祉

協議会

こども子育

てサポート

センター

生活自立

支援セン

ター

市民活動

サポートセ

ンター『み

んくる』

災害ボラン

ティアセン

ター

障害者基

幹相談支

援センター

久留米市

社会福祉

協議会ボ

ランティア

センター

（常設）

成年後見

センター

知っている

ものはない

人数 273 268 256 129 100 93 73 71 54 45

61.20% 60.10%
57.40%

28.90%

22.40% 20.90%
16.40% 15.90%

12.10%
10.10%
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は約６割

１割は
どの機関も
知らない



知っている言葉
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民生委

員・児童

委員

くるめ見守

りネット

ワーク

ふれあい

訪問活動

（ふれあ

いの会）

ふれあい

福祉相談

員

支え合い

推進会議
図上訓練

避難行動

要支援者

名簿

災害時マ

イプラン

（個別避

難計画）

ライフレス

キュー久

留米連絡

会

知っている

ものはない

人数 341 155 58 50 36 34 33 33 6 72

76.50%

34.80%

13.00%
11.20%

8.10% 7.60% 7.40% 7.40%

1.30%

16.10%
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民生委員・
児童委員
の認知度
は８割弱 どの言葉も

知らない人
も２割弱



災害時の避難行動に支援が必要な人の支援に
必要なこと
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地域にいる避

難行動に支援

が必要な人の

把握

地域での日頃

からの声かけや

見守り

避難訓練を実

施し、実際の

避難手順を確

認

図上訓練を実

施し、災害時

における声かけ

等の役割分担

個別の避難計

画（災害時マ

イプラン）の作

成

わからない

その他（具体

的にご記入くだ

さい）

系列1 340 265 180 141 141 17 12

76.20%

59.40%

40.40%

31.60% 31.60%

3.80% 2.70%
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「強制的に避難
させることも必
要」「避難場所
の充実」を求め

る声も

避難行動
要支援者名簿
や図上訓練の
活用可能性



災害時、地域での安否確認等の声かけや避難所の
手伝いなどの活動をしようと思うか
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積極的に

活動したい

11%

必要に応じて協

力したい

75%

活動したいとは思わない

6%

わからない

8%

８割以上の人が、

災害時には「自分に

できることはしたい」

という意識がある。



「自分の居場所」と思える地域の場や活動
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ある

30%

ない

34%

わからない

36%

第１位 友人との集まり
（50.4％）

第２位 学校・職場
（45.0％）

第３位 自治会活動
（32.1％）

ほか、校区コミュニティ活動（17.6％）
市民活動（13.7％）
商業施設（13.0％）
公共の場（12.2％）
生涯学習活動（8.4％）など



地域の活動やボランティア活動などへの参加状況
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現在、参加

している

19%

以前、参加した

ことがある

34%

参加したことは

ない

47%

参加したきっかけ

第１位 地域や近所の人
に誘われた（49.0％）

第２位 家族や友人に
誘われた（28.5％）

第３位 自ら興味を持って
（17.6％）

イベント等に参加して興味を持った（14.2％）
SNS等で興味を持った（10.9％）

その他、「地域の役員で強制的に」という人や
「子ども会がきっかけ」という人もいる
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現在、参加し

ている

19%

以前、参加した

ことがある

34%

参加したこと

はない

47%

地域の活動やボランティア活動などへの参加状況

参加したことがない理由

第１位 時間に余裕がない
（54.6％）

第２位 きっかけがなかった
（49.3％）

第３位 一人では参加しづらい
（37.2％）

第４位 情報を知らない
（35.7％）

興味関心がない（9.2％）

関わりたくない（4.３％）は少数派

参加したくても、「外出が難しい」

「移動手段がない」という声も



非行や犯罪をした人の立ち直りのために必要なこと
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就労支

援

相談相

手

人とのつ

ながり

保護司な

どのボラン

ティアによ

る支援

地域住

民の理解

住まいの

確保の支

援

修学支

援

経済的な

支援

支援は必

要ない

わからな

い

その他

（具体

的にご記

入くださ

い）

人数 309 216 200 146 140 138 134 109 24 17 15

0

50
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350

就労支援
が約7割

「支援は
必要ない」
は5.4％



非行や犯罪をした人の立ち直りに協力したいか
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思う

7%

どちらかと

いえば思う

29%

どちらかといえ

ば思わない

22%

思わない

22%

わからない

20%

協力したくない理由

第１位 関わることが不安
（56.4％）

第２位 関わりたくない（45.1％）

第３位 接し方がわからない
（42.1％）

第４位 時間に余裕がない
（37.4％）

支援の具体的なイメージがわかない（30.8％）
国や地方公共団体などがすべき（14.4％）
支援をすべきではない（10.8％）
関心がない（10.3％）

「本当に反省しているのかわからない」
「加害者への支援は理解できない」
という意見もある


